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集会長講演  

在宅看護のサステナビリティ  

 川添 高志（ ケアプロ株式会社 ） 

パネルディスカッション／シンポジウム  

8050／9060 時代に求められる在宅看護  

ー複合的な課題を持つ家庭に対して、在宅看護は何ができるのか？ー  

 和気 純子（ 東京都立大学人文社会学部人間社会学科 ） 

 酒井 直人（ 中野区区長 ） 

 梅原 悦子（ 中野区中野地域包括支援センター ） 

 立石 愛（ 中野区中部すこやか福祉センター ） 

 福元 さくら（ 中野区中部すこやか福祉センター ） 

 藤井 多希子（ 中野区地域支えあい推進部 ） 

地域包括ケアの進化を目指す働き方のサステナビリティ  

 濱田 安岐子（NPO法人看護職キャリアサポート ） 

 丸山 充帆（ 株式会社アオアクア ） 

 田母神 裕美（ 公益社団法人日本看護協会 ） 

 藤野 泰平（ 株式会社デザインケアみんなのかかりつけ訪問看護ステーション ） 

在宅医療の安全と危機管理 ー暴言・暴力に立ち向かう事業所の運営ー  

 髙村 浩 （ 髙村浩法律事務所 ） 

 野々内 美加（Langley Mental Health Substance Use Program Fraser Health, BC ）  

 村田 直子（ 公益社団法人兵庫県看護協会 ） 

 原子 英樹 ( 株式会社円グループ ） 

訪問看護の質ー評価から質改善へー  

 藤井 麻耶 （ 厚生労働省老健局老人保健課 ） 

 山本 則子（ 東京大学大学院医学系研究科 ） 

 天野 博（AGO株式会社みのり訪問看護ステーション ） 

 大橋 奈美 （ 医療法人ハートフリーやすらぎ ） 

 吉原 由美子（ 一般社団法人全国訪問看護事業協会 ）  

在宅看護のサステナビリティを高めるためのテクノロジー  

 富樫 千代美（ 鶴岡市立荘内病院  ） 

 遊間 和子（ 株式会社国際社会経済研究所 ） 

 亀井 智子（ 聖路加国際大学大学院看護学研究科 ） 

 小室 貴之（ 株式会社楓の風 ） 

ランチョンセミナー  

訪問看護ステーションの採用について  

 共催　株式会社エス・エム・エス 

生活者支援の視点で進化が求められること  

 共催　株式会社ストローハット 

情報交換会  

訪問看護事業承継ガイドラインと 事業承継事例  

 坪田 康佑（ 一般社団法人医療振興会 ） 

 高丸 慶（ 一般社団法人訪問看護支援協会 ） 

新卒訪問看護師についてみんなの関心あるテーマで話し合おう！  

ーきらきら訪問ナース研究会ー  

 山田 雅子（ 聖路加国際大学大学院看護学研究科 ） 

 佐藤 直子（ 東京ひかりナースステーション ） 

市民講座  

全ての人がその人らしい人生を  

ー分身ロボットカフェ「DAWN」Ver.β とみかんぐみの紹介ー  

教育講演  

質的研究から捉える現象の世界　看護における質的研究のこれから  

 西村 ユミ（ 東京都立大学人間健康科学研究科 ） 

パネルディスカッション／シンポジウム  

地域の実情や工夫から考える  

ー支え合いながら暮らし続けるための地域のサステナビリティー  

 本田 和也（ 独立行政法人国立病院機構長崎医療センター ） 

 柏木 久美子（ 福島県立医科大学 会津医療センター附属病院 奥会津在宅医療センター ） 

組織戦略から見る経営のサステナビリティ  

 中島 朋子（ 株式会社ケアーズ東久留米白十字訪問看護ステーション ） 

 藤野 泰平（ 株式会社デザインケアみんなのかかりつけ訪問看護ステーション ） 

 大串 優太（ 株式会社 Footage） 

 金坂 宇将（ ケアプロ株式会社 ） 

2022 年カリキュラム改定 地域・在宅看護論で何を変えるのか？  

「どこを目指して、何を教えるか」「看護基礎教育に何を求めるのか」  

 冨安 眞理（ 静岡県立大学大学院看護学研究科 ）  

 村山 浩代（ 神奈川県立平塚看護大学校 ） 

 竹森 志穂（ 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 ） 

 服部 絵美（ 株式会社ケアーズ白十字訪問看護ステーション ）

 樋口 秋緒（ 社会医療法人北晨会 恵み野訪問看護ステーション「はあと」 ） 

 柏木 聖代（ 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 ） 

 山田 雅子（ 聖路加国際大学大学院看護学研究科 ） 

在宅看護の実践をサステナブルにする機能強化型訪問看護ステーション  

 福井 小紀子（ 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 ） 

 吉澤 環（ 南砺市民病院 ） 

 今井 めぐみ（ 社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団訪問看護ステーションけやき ） 

在宅看護の事業継続計画 (BCP) の重要性と展望  

 菅野 太郎（ 東京大学大学院工学系研究科 ） 

 木村 浩美（ 社会医療法人寿量会ホームケアサポートセンター ） 

 川口 奏子（ 在宅看護研究センター附属訪問看護ステーション ） 

 酒井 美知子（ メディカル・ハンプ訪問看護ステーション ） 

 石田 千絵（ 日本赤十字看護大学大学院看護学研究科 ） 

  

ランチョンセミナー  

多職種協働で支える栄養食事支援  

 共催　株式会社大塚製薬工場 

健康増進プログラムVitalityを活用した健康経営のご提案  

 共催　住友生命保険相互会社 東京東支社 

モーニングセミナー  

在宅看護の視点から考える「帯状疱疹」の予防の重要性  

 共催　グラクソ・スミスクライン株式会社 

おくりびとが伝える看取り後にできること  

 共催　ディパーチャーズ・ジャパン株式会社 

  

  

  

  

  

　　　※上記は予定であり変更の可能性があります。

日本在宅看護学会学術集会プログラム
第12回

11月19日 土曜日 11月20日 日曜日 



第12回日本在宅┳護学会学術㞟会

学術㞟会䛾䝁ン䝉䝥䝖䛻䛴い䛶

本学術㞟会䛾䝁ン䝉䝥䝖䛿䚸䛂在宅┳護䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䛃䛷䛩䚹2025ᖺ問題䜔2040ᖺ問題䜢前䛻䛧䚸社会保㞀䝅䝇䝔䝮
䛭䛾䜒䛾䛾持⥆可能性䛜問わ䜜䛶い䜎䛩䚹䛭䛧䛶䚸世界中䛷䚸SDGs＆持⥆可能䛺開発目標＇䛻注目䛜㞟䜎䛳䛶い䜎䛩䚹

本学術㞟会䛷䛿䚸在宅┳護䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䛾課題䜢䚸５䛴䛾視Ⅼ＆社会䚸経営䚸制ᗘ䛸㈈ᨻ䚸地域䛸暮䜙䛧䚸働䛝方䚸教育
䞉研究䚸在宅┳護䝃䞊䝡䝇＇䛷網羅的䛻把握䛧䚸解決策䜢考え䜙䜜䜛企画䜢立案䛧䜎䛧䛯䚹本学術㞟会䛜䚸皆様䛻䛸䛳䛶䚸実䜚
あ䜛䜒䛾䛸䛺䜚䚸在宅┳護䛜輝䛝⥆䛡䛶い䛟契機䛻䛺䜜䜀幸い䛷䛩䚹

第12回日本在宅┳護学会学術㞟会長䚷川添高志

日䚷䚷䚷䚷時８11月19日＆土＇20日＆日＇現地䞉䜸ン䝷䜲ン開催
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷～11月30日䜸ン䝕䝬ン䝗開催
場䚷䚷䚷䚷所８中㔝䝃ン䝥䝷䝄＆東京都中㔝༊＇
参加申込期間８～11月26日
参䚷加䚷䚷費８会員10000෇䚷非会員12000෇

学術㞟会HP



教育講演䚷質的研究䛛䜙捉え䜛現象䛾世界 䚷―┳護䛻䛚䛡䜛質的研究䛾䛣䜜䛛䜙䞊䚷䚷䚷䚷䚷

䚷質的研究䛿䚸┳護職䛻ྲྀ䜚組䜏䜔䛩い方法䛷あ䜚䚸現場䛷䛾事象䜔課題䜢捉え䜛㔜要䛺䜒䛾䛷あ䜛䚹

䚷本学会ㄅ等䛻䛚い䛶䚸質的記述的研究論文䛾投稿䛜多䛟䜏䜙䜜䜛䛜䚸単䛻䜹䝔䝂䝸䞊䜢並䜉䜛䛣䛸䛻䛸䛹䜎䜚䚸現象䜢䜲䞊䝭ッ䜽䛻ᥥ

䛡䛶い䛺い䚸基本的䛺論文䛾整合性䛜ྲྀ䜜䛶い䛺い等䛾場合䛜散見䛥䜜䜛䚹䛭䛾㝿䛻䛿䚸査ㄞ者䛻䛸䛳䛶䜒䚸査ㄞ指標䛻関䛩䜛迷い

䛜生䛨䜛等䚸㈇担䛜大䛝䛟䛺䜚䚸査ㄞ者䛻䜘䜛評価䛾開䛝䛜出䜛䛺䛹問題䛜生䛨䜛䚹

䚷䜎䛯䚸䜲ン䝍䝡ュ䞊䜢通䛧䛶䚸療養者䞉家族䚸実践者䛾声䜔現状䜢捉え䚸質的研究䛻䜎䛸䜑䚸䛭䜜䜢現場䛻還元䛥䛫䛶い䛟䝃䜲䜽䝹䜢

高䜑䛶い䛟䛣䛸䛿䚸本学会䛾㔜要䛺使命䛾一䛴䛷䜒あ䜛䚹

䚷䛣䜜䜙䛾䛣䛸䛛䜙䚸教育講演䛻䜘䜚䚸参加者䛻対䛧䛶䚸質的研究䜢┳護実践䛻還元䛩䜛視Ⅼ䚸在宅┳護䛾研究方法䜢学䜆機会䜢ᥦ

供䛩䜛䚹

䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䚷６．３．/７．４．時௦䛻求䜑䜙䜜䜛在宅┳護 䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷－複合的䛺課題䜢持䛴家庭䛻対䛧䛶在宅┳護䛿何䛜䛷䛝䜛䛾䛛＝－ 䚷䚷䚷䚷䚷

䚷20世紀䛻急激䛻人口䛜増加䛧䛯ᡃ䛜国䛿䚸現在䚸定常的䛺人口減少局面䛻入䛳䛶い䜎䛩䚹日本䛾合計特殊出生率䛿1975ᖺ௨
降䚸人口置換水準䛷あ䜛2.1䜢定常的䛻割䜚込䜏䚸2008ᖺ䛻1億2808万4千人䛷䝢䞊䜽䜢迎え䛶䛛䜙䛿䛂超䛃少子高齢化䛸人口減少䛜
⥆い䛶い䜎䛩䚹

䚷戦ᚋ䛾人口増加䛾時期䛻䛿䚸産業䞉就業䞉都市䞉家族䞉居住構造䞉地域䝁䝭ュ䝙䝔䜱䛺䛹䚸社会構造䛿激変䛧䜎䛧䛯䚹䝷䜲䝣䝇䝍䜲䝹䜔

価値観䛾変化䛻䜘䜚䚸高ᗘ経済ᡂ長期௨降䚸未婚化䚸晩婚化䚸晩産化䛜進行䛧䚸䛭䛾結果䚸䛛䛴䛶䛿あ䜎䜚䜏䜙䜜䛺䛛䛳䛯80௦＆あ
䜛い䛿90௦＇䛾親䛸50௦＆あ䜛い䛿60௦＇䛾未婚䛾子䛸いう超高齢䛾᰾家族世帯䛜増加䛧䚸䛭う䛧䛯家庭䛾多䛟䛷現在䚸௓護䜔䜂䛝䛣
䜒䜚問題䛺䛹䚸複雑化䞉複合化䛧䛯生活課題䜢抱え䛶い䜎䛩䚹

䚷本䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䛷䛿䚸６．３．/７．４．世帯䛾出現䛸䚸䛭䛾課題䜢人口構造䛸いう視Ⅼ䛛䜙䝬䜽䝻的䛻捉え䛯うえ䛷䚸人口構造
䛾変化䛻対䛧䛶戦ᚋ䛾福祉䛿䛹う対応䛧䛶䛝䛯䛾䛛䜢俯瞰䛧䛶い䛝䜎䛩䚹䛭䛾䜘う䛺䝬䜽䝻的䛺議論䜢踏䜎え䚸在宅་療䞉┳護䞉௓護䞉

福祉䛾立場䛛䜙現在䛾課題䜔先駆的䛺ྲྀ䜚組䜏䛻䛴い䛶事例報告䜢行い䚸௒ᚋ䛾社会䛻求䜑䜙䜜䜛在宅┳護䛾あ䜚方䛻䛴い䛶䚸未

来志向䛾議論䜢展開䛧䛶い䛝䜎䛩䚹

䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䚷在宅┳護䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䜢高䜑䜛䛯䜑䛾䝔䜽䝜䝻䝆䞊 䚷䚷䚷

䚷少子高齢多死社会䛷䛿䚸需要䛻対䛩䜛供給体制䛾୙足䛜䜘䜚深刻䛸䛺䜚䜎䛩䚹䛣䛾䜘う䛺中䛷䚸顧客䛾䝙䞊䝈䛻応え⥆䛡䛶い䛟䛯䜑

䛻䛿䚸業務䝥䝻䝉䝇䛾見直䛧䜢行い䚸生産性䜢高䜑䛴䛴䚸⥅⥆的䛻䝃䞊䝡䝇䜢ᥦ供䛧䛶い䛟必要䛜あ䜚䜎䛩䚹䛭䛾手段䛸䛧䛶䚸䝔䜽䝜䝻

䝆䞊䛾活用䛜䚸昨௒あ䜙䜖䜛場面䚸あ䜙䜖䜛領域䛷注目䛥䜜䛶い䜛䛣䛸䛿言う䜎䛷䜒あ䜚䜎䛫䜣䚹供給体制䛾୙足䜢補完䛩䜛䛯䜑䛾業

務䛾効率化䛸いう䝯䝸ッ䝖䛰䛡䛷䛺䛟䚸䝃䞊䝡䝇䛾質䛾向ୖ䜈䛾寄୚䛻䛴い䛶䜒大い䛻期待䛩䜛䛸䛣䜝䛷䛩䚹

䚷䛭䛣䛷䚸本䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䛷䛿䚸既䛻䝔䜽䝜䝻䝆䞊䜢活用䛧䛶い䜛実践䛻䛴い䛶䛤紹௓い䛯䛧䜎䛩䚹䛭䛧䛶䚸䛭䛾䛥䜎䛦䜎䛺経

験䜔実践例䛛䜙䚸௒ᚋ䛾䝔䜽䝜䝻䝆䞊䛾活用䛾在䜚方䜔展望䛻䛴い䛶䜒議論䛧䚸在宅┳護䝃䞊䝡䝇䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䛻䛴い䛶示唆

䜢得䜛䛣䛸䜢目指䛧䛯い䛸思い䜎䛩䚹

䚷䚷現地䞉䜸ン䝷䜲ン開催䛥䜜䜛䚸

䚷䚷企画䝥䝻䜾䝷䝮＆教育講演䞉䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䞉䝅ン䝫䝆䜴䝮＇䛾ෆ容䛻䛴い䛶

䚷䚷䛤紹௓䛧䜎䛩！

䚷䚷௒回䛿䚸企画䝥䝻䜾䝷䝮䛜多い学術㞟会䛻䛺䛳䛶䛚䜚䜎䛩䚹

䚷䚷地域䞉在宅┳護䛾人材育ᡂ䚸訪問┳護事業所䛾運営䚸危機管理䚸経営䛺䛹䜢

䚷䚷䝔䞊䝬䛻䛧䛶い䜎䛩䚹

䚷䚷皆䛥䜣䛾䛤参加䜢䛚待䛱䛧䛶䛚䜚䜎䛩䚹



䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䚷在宅་療䛾安全䛸危機管理䚷―暴言䞉暴力䛻立䛱向䛛う事業所䛾運営―

䚷་療従事者䛜被害䛻あう䚸事件䞉事故䛜多発䛧䛶い䜎䛩䚹௧和3ᖺ䛻䛿䚸熱心䛺་師䛜患者家族䛻䜘䜚殺害䛥䜜䜛䚸診療所䛜ᨺ火䛥
䜜䜛䛸いう在宅་療䛾現場䛷䛾衝撃的䛺事件䛜連⥆䛧䜎䛧䛯䚹顕在化䛥䜜䛯事件䞉事故௨外䛻䜒䚸利用者䜔利用者家族䛛䜙䛾暴言䜔

暴力䛺䛹䛾行Ⅽ䚸執拗䛺要望䜔身勝手䛺解釈䛷䛾訪問┳護事業所䜈䛾䜽䝺䞊䝮䚸䛭䜜䛻䜘䜛訪問┳護事業所䛾渡䜚歩䛝䛺䛹䛜存在

䛧䛶い䜛䛣䛸䜒事実䛷䛩䚹

䚷䛣䛾䜘う䛺中䛷䚸䛭䜜䛮䜜䛾事業所䞉組織䞉団体䛜䚸危機管理䜢行い䛺䛜䜙運営䛻ྲྀ䜚組䜣䛷い䜛䛣䛸䛷䛧䜗う䚹

䚷本䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䛷䛿䚸在宅་療䛾安全䛸危機管理䛾視Ⅼ䛛䜙䚸暴言䞉暴力䛻立䛱向䛛う事業所䛾運営䛻䛴い䛶示唆䜢得䜛

䛣䛸䜢目的䛻䚸法ᚊ䛾視Ⅼ䛛䜙䛾対応䞉対策䚸訪問┳護事業所䛾ྲྀ䜚組䜏䜔課題䚸行ᨻ䞉都道府┴┳護協会䛾ྲྀ䜚組䜏䚸海外䛾先進

的䛺ྲྀ䜚組䜏䛺䛹䜢紹௓䛧䚸௒ᚋ䛹䛾䜘う䛻立䛱向䛛䛳䛶い䛟䛛䚸議論䜢深䜑䛯い䛸思い䜎䛩䚹

䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䚷在宅┳護䛾事業⥅⥆計画＆BCP＇䛾㔜要性䛸展望䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷

䚷自然災害䜔感染症䚸䛭䛾他事業䛾⥅⥆䜢脅䛛䛩危機的状況䛾発生䛻備え䛶䚸事業⥅⥆計画＆BCP＇䛾策定䚸事業⥅⥆䝬䝛䝆䝯ン䝖
＆BCM＇䛿䚸経営䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䜢考え䜛うえ䛷䛸䛶䜒㔜要䛷䛩䚹௓護䞉診療報酬䛾改定䛷䚸௓護䝃䞊䝡䝇事業所䛾施設基準䛻䜒䚸
BCP䛾策定䛜義務化䛥䜜䛯䛣䛸䜒あ䜚䚸多䛟䛾事業所䛜BCP䛾策定䛻ྲྀ䜚組䜣䛷い䜎䛩䚹
䚷本䝟䝛䝹䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䛷䛿䚸䝸ソ䞊䝇䜢中心䛻捉え䜛BCP䛾考え方䜢紹௓䛧䚸BCP策定䛻ྲྀ䜚組䜣䛰自事業所䛾工夫䜔ྲྀ䜚組
䜏䚸様々䛺自然災害䛾経験䜢経䛶作䜙䜜発展䛧䛯BCP䞉BCM䛾実㝿䚸ᖹ時䛾繋䛜䜚䜢最大限活䛛䛧䛯地域䛾BCP䞉BCM䛾実㝿䛺䛹
䛻䛴い䛶紹௓い䛯䛧䜎䛩䚹䛭䛾うえ䛷䚸在宅┳護䛻䛚䛡䜛㔜要性䜔展望䛻䛴い䛶議論䜢深䜑䛯い䛸思い䜎䛩䚹

䝅ン䝫䝆䜴䝮䚷訪問┳護䛾質䚷－評価䛛䜙質改善䜈－䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷

䚷在宅┳護䝃䞊䝡䝇䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䜢考え䜛ୖ䛷䚸訪問┳護䝃䞊䝡䝇䛾㔞䜔質䛻䛴い䛶検討䛩䜛必要䛜あ䜚䜎䛩䚹特䛻在宅┳護

䝃䞊䝡䝇䛾質䛻䛴い䛶䛿䚸何䜢᰿拠䛻質䛾評価䜢䛩䜛䜉䛝䛛䚸䛭䛾指標䛵䛟䜚等䛻䛴い䛶䛿繰䜚返䛧議論䛜䛺䛥䜜䛶䛝䜎䛧䛯䚹

䚷本䝅ン䝫䝆䜴䝮䛿䚸訪問┳護䝃䞊䝡䝇䛾質䛾評価䛿䜒䛱䜝䜣䛾䛣䛸䚸改善䚸䛭䛧䛶向ୖ䜢実現䛩䜛多様䛺䜰䝥䝻䞊䝏䜔考え䛻䛴い䛶

紹௓い䛯䛧䜎䛩䚹䛭䛧䛶䚸参加者䛾皆䛥䜣䛸在宅┳護䝃䞊䝡䝇䛾持⥆可能性䜢実現䛩䜛䛯䜑䛻䚸質䛾評価䞉改善䛾䛯䜑䛾一歩䜢踏䜏

出䛧䚸䜘䜚䜘い在宅┳護䝃䞊䝡䝇䛻䛴い䛶考え䜛機会䛸䛧䛯い䛸思い䜎䛩䚹

䝅ン䝫䝆䜴䝮䚷地域包括䜿䜰䛾進化䜢目指䛩働䛝方䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱 䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷

䚷在宅┳護領域䛷活躍䛩䜛┳護師䜢確保䛧䚸活用䛩䜛䛣䛸䛿䚸在宅䜿䜰䛾価値䜢高䜑䚸地域包括䜿䜰䛾維持䛸進化䜢通䛨䛶䚸多䛟䛾市

民䛾幸福䛻䛴䛺䛜䜚䜎䛩䚹䜎䛯䚸子育䛶世௦䜔௓護世௦䛺䛹䛾多様䛺䝷䜲䝣䝇䝔䞊䝆䛾人材䜔䚸䝥䝷䝏䝘䝘䞊䝇等䛾多様䛺ᖺ齢層䛾

人材䚸䝎䝤䝹ワ䞊䜽䜔病院䛛䜙䛾出向䛺䛹䛾様々䛺形態䛷働䛟人材䛜活躍䛩䜛䛣䛸䛷䚸在宅┳護䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䛻䜒䛴䛺䛜䜚䜎

䛩䚹

䚷䛭䛣䛷䚸本䝅ン䝫䝆䜴䝮䛷䛿䚸働䛝方䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䜢䝔䞊䝬䛻䚸経験豊富䛺䝥䝷䝏䝘䝘䞊䝇䜢活用䛩䜛䝯䝸ッ䝖䚸実践例䜔䚸子育

䛶世௦䛜活躍䛩䜛組織䜢䝕䝄䜲ン䛧䚸働䛝⥆䛡䜙䜜䜛組織䛵䛟䜚䛾方略䚸訪問┳護出向事業䛻䜘䜛効果䜔課題等䛻䛴い䛶紹௓䛧䛯い

䛸思い䜎䛩䚹䛭䛧䛶䚸参加者䛾皆䛥䜣䛜自組織䛾特徴䜢加味䛧䚸多様䛺人材䛾活䛛䛧方䚸䛭䛾䛯䜑䛾組織䛵䛟䜚䛻䛴い䛶考え䜛機会䛸

䛧䛯い䛸思い䜎䛩䚹



䝅ン䝫䝆䜴䝮䚷地域䛾実情䜔工夫䛛䜙考え䜛䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷－支え合い䛺䛜䜙暮䜙䛧⥆䛡䜛䛯䜑䛾地域䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱－䚷䚷

䚷社会保㞀䝅䝇䝔䝮䛭䛾䜒䛾䛾持⥆可能性䛜問わ䜜䜛中䚸地域䛾実情䛻合わ䛫䚸自助䞉互助䞉共助䞉公助䛾活動䜢ୖ手䛟活用䛧䚸䛚

互い䛻支え合い䛺䛜䜙暮䜙䛧⥆䛡䜙䜜䜛地域䛵䛟䜚䜢䛩䜛䛣䛸䛜求䜑䜙䜜䛶い䜎䛩䚹䚷    本䝅ン䝫䝆䜴䝮䛷䛿䚸過疎地域䜔離島䛺䛹䛷
地域住民䛸䛸䜒䛻考え䛺䛜䜙活動䛧䛶い䜛┳護職䛛䜙䚸䛭䜜䛮䜜䛾実践例＆自助䞉互助䞉共助䞉公助等䛾活動＇䜢紹௓䛧䛶い䛯䛰䛝䜎

䛩䚹活動䛾中䛷䛾䚸工夫䜔䜰䜲䝕䜱䜰䚸⥅⥆䛾䛯䜑䛾課題䛻䛴い䛶䜒参加者䛾皆様䛸一緒䛻䝕䜱䝇䜹ッ䝅ョン䛧䛶い䛝䛯い䛸思い䜎䛩䚹

䝅ン䝫䝆䜴䝮䚷組織戦略䛛䜙見䜛経営䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱 䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷

䚷䛣䛾䝅ン䝫䝆䜴䝮䛷䛿䚸在宅┳護䛾経営䛻䛴い䛶考え䛶い䛝䜎䛩䚹訪問┳護事業所䛷䛿䚸中䞉長期的䛻䚸地域䛾䝙䞊䝈䛸期待䛻応

え䛴䛴䜶ッ䝉ン䝅ャ䝹ワ䞊䜹䞊䛸䛧䛶䝃䞊䝡䝇䜢ᥦ供䛧⥆䛡䛺䛜䜙事業運営䛻ྲྀ䜚組䜎䛺䛡䜜䜀䛺䜚䜎䛫䜣䚹

䚷䛭䛾䛯䜑䚸在宅┳護䞉訪問┳護業界䜔自組織䛾経営環境䜢分析䛧䛴䛴䚸組織戦略䜢立䛶䚸実行䛧䚸⥅⥆的䛻経営䚸運営䜢䛧䛶い䛟䛣

䛸䛜必要䛷䛩䚹特䛻䚸労働㞟約型産業䛷あ䜛訪問┳護䛻䛚い䛶䛿䚸経営資源䛷あ䜛䛂人的資源䛃䜢䛹う活用䛧┳護䝃䞊䝡䝇䜢影響䛧䛶

い䛟䛛䛿䚸経営䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䛻䛸䛳䛶䚸一䛴䛾䜻䞊ワ䞊䝗䛻䛺䛳䛶䛟䜛䛾䛷䛿䛺い䛷䛧䜗う䛛䚹䚷

䚷௒回䛿䚸訪問┳護䝇䝔䞊䝅ョン䛾大規模運営䜔䚸在宅┳護人材䛾採用戦略䛸実践䚸育䛱⥆䛡䜙䜜䜛人材育ᡂ戦略䚸訪問┳護事業

所䛾事業承⥅䛻䛴い䛶䛭䜜䛮䜜䛾䝅ン䝫䝆䝇䝖䛛䜙紹௓䛧䛶い䛯䛰䛝䜎䛩䚹䛭䛧䛶䚸参加い䛯䛰䛟皆様䛸様々䛺視Ⅼ䛛䜙議論䛧䚸自事

業所䛾組織戦略䛛䜙見䜛経営䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䜢考え䚸行動䛩䜛機会䛻䛧䛯い䛸思い䜎䛩䚹

䝅ン䝫䝆䜴䝮䚷在宅┳護䛾実践䜢䝃䝇䝔䝘䝤䝹䛻䛩䜛機能強化型訪問┳護䝇䝔䞊䝅ョン 䚷

䚷在宅་療䜢推進䛩䜛䛯䜑䚸24時間䛾緊急対応䚸在宅䛷䛾䝍䞊䝭 䝘䝹䜿䜰䚸㔜症ᗘ䛾高い患者䛾ཷ䛡入䜜䜔居宅௓護支援事業所
䛾設置等䛾機能䛾高い訪問┳護䝇䝔䞊䝅ョン䛾評価䚸䛥䜙䛺䜛在宅་療䛾推進䛸地域䛷䛾訪問┳護䛾充実䜢図䜛䛣䛸䜢目的䛸䛧䛶

2014ᖺ䛾診療報酬改定䛷䚸機能強化型訪問┳護䝇䝔䞊䝅ョン䛿創設䛥䜜䜎䛧䛯䚹
䚷䛭䛾ᚋ䚸約8ᖺ間䛷䚸日本全国䛻機能強化型訪問┳護䝇䝔䞊䝅ョン䛜ㄆ定䛥䜜䚸䛭䜜䛮䜜䛾地域䛾課題䛻対応䛧䛯役割䛾発揮䜔䜸
䝸䝆䝘䝸䝔䜱あ䜅䜜䜛活動䛜行わ䜜䛶い䜎䛩䚹

䚷本䝅ン䝫䝆䜴䝮䛷䛿䚸機能強化型訪問┳護䝇䝔䞊䝅ョン䛾創設䛛䜙期待䛥䜜䛯役割䜔䚸制ᗘୖ䛾課題䜔展望䛻䛴い䛶考え䛶い䛝䜎

䛩䚹䜎䛯䚸䛭䜜䛮䜜䛾地域特性䜔課題䜢踏䜎え䛯ୖ䛷䛾機能強化型訪問┳護䝇䝔䞊䝅ョン䛸䛧䛶䛾活動䜢紹௓䛧䚸参加䛩䜛皆䛥䜣䛸

制ᗘ䛾持⥆可能性䜢考え䚸役割䛾発揮䜔䛭䛾中䛷䛾課題䛻䛴い䛶䜒意見交換䛧䛯い䛸思い䜎䛩䚹

䝅ン䝫䝆䜴䝮䚷2022ᖺ䜹䝸䜻ュ䝷䝮改定䚷地域䞉在宅┳護論䛷何䜢変え䜛䛾䛛＝ 䚷䚷䚷䚷
䚷䚷䚷䚷䚷䚷－䛂䛹䛣䜢目指䛧䛶䚸何䜢教え䜛䛛䛃䛂┳護基礎教育䛻何䜢求䜑䜛䛾䛛䛃－

䚷2022ᖺ4月䜘䜚新䜹䝸䜻ュ䝷䝮䛜䝇䝍䞊䝖䛧䚸地域䞉在宅┳護論䛾位置䛵䛡䛜専門分㔝䛻戻䜚䜎䛧䛯䚹䛣䜜䜎䛷䛻在宅┳護学会学術
㞟会䛷䛿䚸┳護基礎教育䛾課題䚸新䜹䝸䜻ュ䝷䝮移行䛾意味䜔運用方法䛻䛴い䛶議論䛧䛶䛝䜎䛧䛯䚹

䚷௒回䛾䝅ン䝫䝆䜴䝮䛷䛿䚸在宅┳護実践䛾䝃䝇䝔䝘䝡䝸䝔䜱䜢念頭䛻置䛝䚸䜒う一歩踏䜏込䜏䚸2022ᖺᗘ䜹䝸䜻ュ䝷䝮改正௨降䚸地
域䞉在宅┳護論䛷何䜢変え䚸䛹䛣䜢目指䛧䛶䚸何䜢教え䜛䛾䛛䛺䛹䚸┳護基礎教育䛸卒ᚋ教育䛾役割䜔課題䛻䛴い䛶䚸多様䛺立場䛻

あ䜛䝅ン䝫䝆䝇䝖䛜経験䜔考え䜢紹௓䛧䜎䛩䚹

䚷┳護基礎教育機関䛾教員䛛䜙䛿䚸新䜹䝸䜻ュ䝷䝮䛻関䛩䜛䛣䛸䜔卒ᚋ教育䛻関䛩䜛䛣䛸䚸訪問┳護実践者䛛䜙䛿䚸実習生䛻伝え䛯

い䛣䛸䜔新卒┳護師䛾㞠用䛻関䛩䜛䛣䛸䛺䛹䚸䜏䛺教え䜛䛣䛸䜢通䛧䛶気䛵い䛯䛣䛸䜔考え䛶い䜛䛣䛸䜢䛚ヰ䛧い䛯䛰䛟予定䛷䛩䚹

䚷参加䛩䜛皆様䛸䛾意見交換䜢通䛧䛶䚸人々䛾䝙䞊䝈䛻答え䛴䛵䛡䜛┳護人材育ᡂ䛻䛴い䛶䚸䛸䜒䛻学䜃合い䛯い䛸思い䜎䛩䚹


